
 23

 

 
１ 対象事例の概要 

（１）畜産におけるトレーサビリティ 

養豚の飼養段階における履歴情報の活用について

は、すでに昨年度の報告書にて十和田湖高原ファーム

の取り組みを紹介した。養豚では珍しい個体管理を行

う先進事例であり、意義深いものであったと思う。し

かし、ICタグを用いた個体管理を全国的に拡げるには
まだ時間がかかるだろう。養豚業の現状に即したトレ

ーサビリティシステム導入を検討するには、よりリー

ズナブルに仕組みを構築できることと、システム導入

による効果を、消費者や取引先からの信頼性の向上の

みならず、生産品質を向上させるという目標も達成で

きるようなソリューションになっていることが望ま

しい。 
そうした意味で、本事例は興味深いものとなってい

る。昨年度事例と同じく生産情報公表 JASの認定を受
けた養豚業者であり、母豚と飼養豚の管理にシステム

を上手く活用している事例なのである。 
 
（２）OK牧場について 

OK 牧場は三重県津市にあり、生産工程管理者とし
て、東海地区で初めて生産情報公表 JAS規格認定を受

けた養豚農場であ

る。この認定は、

グループ農場を含

めた 8農場と（株）
三重県四日市畜産

公社、（株）三重県

松阪食肉公社で

「OK牧場 JAS豚
肉生産グループ」

を構成し、平成 17
年 2月に取得した
ものである。 

OK 牧場は、もともと小菅植物園という造園業を営
んでいる会社だったが、造園に必要な堆肥のために豚

の飼育を始め、その頭数をだんだん増やしていく過程

で、造園業を辞め、養豚に本格的に参入した。社名は、

大里という地域（O）、小菅社長（K）の頭文字で「OK」
となった。 
規模は、母豚が本農場 1650 頭に加え、協力農場に

130頭を飼育している。協力農場には社員が 2人入り、
場所を借りて養豚を行っている。在庫数はおよそ

18,000頭（平成 18年 2月末）で、母豚と合わせて 2
万頭ほどを飼育しているということになる。年間、母

豚 1 頭あたり 22.5 頭の出荷があり、年間出荷頭数は
約 4万頭ほどになる。 
 
飼育管理は、基本的にスリーサイト方式で豚舎のオ

ールインオールアウトを行っている。 
スリーサイト方式とは、生後 20 日齢位までを肥育
する繁殖農場サイトワンと、20日~70日齢位までを肥
育する子豚育成農場サイトツー、70日~180日齢位（出
荷）までを肥育する肥育農場サイトスリーを別々の地

 
生産情報公表豚肉認定証 

 
街道に面した、ＯＫ牧場の直売所。ひっきりなしにお客さんが訪れ、

精肉などを買い求めていく。この奥に牧場がある。 

有限会社ＯＫ牧場 
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域に設置することで、病気の感染を防ぎ、それぞれの

日齢にあった肥育環境でストレスを防ぐという肥育

方法である。そのため、一斉に受け入れと出荷を行な

うオールインオールアウトができ、行き届いた清掃・

消毒によって常に衛生的な豚舎を維持することが可

能となる。但し、各農場に人が必要で人件費がかかる

ため、いいところを伸ばして、人件費をカバーしなく

てはならないという面もある。 
OK 牧場は、大里、上野、伊勢、安濃、磯部、大内
山と農場を持っている。まず、大里の農場で繁殖を行

い、離乳するまで飼育する。ここが 1サイト目となる。
離乳後、上野、伊勢の農場に移動して肥育する。そこ

が 2サイト目。その後 40㎏ほどになった子豚を大里、
上野、安濃などにある肥育農場（3 サイト目）に移動
させて肥育している。磯部農場と大内山農場は繁殖か

ら肥育、出荷までが一貫して行われている。 
また、「農場からテーブルまで」という意識をもっ

て、OK 牧場で生産された豚は、グループ企業の大里
ミートセンターで処理されている。敷地には直売所も

併設されている。販売先は、生協がメインで、直売所、

スーパー・デパートなどの小売店となっている。 
 
２ トレーサビリティ導入の背景と経緯 

JASの導入以前から、OK牧場と大里ミートセンタ
ーは、トレーサビリティという意味ではなく、与えて

いる飼料、使用した薬、どのプログラムで飼養してい

るといった、ある程度の履歴は残していた。 
 

「スリーサイト方式をとっているとすべての農場

を直接管理できないので、各農場の状態を追跡しよう

ということで始めました。本農場での投薬や飼料の情

報を次の農場に送って、次の農場でもその次の農場に

対して、こういう豚だという情報を送るシステムを作

ろうということで 4年ほど前から始めました。」（有限
会社 OK牧場 小菅専務、以下「」内同じ） 
 
その後、松阪食肉衛生検査所が県のモデル事業とし

てトレーサビリティをやるため、一緒に取り組もうと

いう話が持ち上がった。 
「我々としても、その当時やっていたことの延長で

すので、やりましょうということになりました。衛生

検査所としては、どういう薬、飼料を使ったのかとい

うことが知りたいということでした。そして、これを

県のホームページで公開しましょうということにな

りました。今、三重県ではうちのほかにもう 1社が公
開しています。」 
その流れがあって、「生産情報公表 JAS規格」（本章
では、『JAS』はすべて生産情報公表 JAS規格を指す）
の申請に取り組むこととなった。 

OK牧場（生産）

繁殖農場
【1サイト】
大里
（本場）

離乳農場
【2サイト】
上野、伊勢

大里ミート
センター
（加工）

直売所
（販売）

出荷
(生協・小売)

グループ企業

と場
（加工）

一貫農場【1～3サイト】
磯部、大内山

肥育農場
【3サイト】
大里第2、安濃、
上野、伊勢

 
小菅専務 

図Ⅲ-1 OK牧場の流れ 
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「JASの申請は、取引先からの要請といったことで
はなく、我々のセールスポイントにしていこうという

自主的な意識が大きな動機でした。弊社の本農場は養

豚業者にしては珍しい、居住者の多い町中にあります。

周りの住民に対しても、きちんとした業者だというこ

とを理解してもらう意味もあると思いました。」 
 
さらにこのトレーサビリティ導入の背景には、OK
牧場の「健康でおいしい豚」を育てたいという思いが

ある。 
 
「うちは無投薬などを売りにはしていません。きち

んと管理しながらワクチン等を活用しています。豚が

死んだり、病気になったりしたら困りますし、病気に

なった豚がおいしいのかという疑問もあります。もち

ろん、薬漬けの豚がおいしいとは思っていませんが、

病気を薬で叩いて、健康にすることがおいしい肉を出

荷することにつながると思っています。ただ、病気が

なくて薬を使わないということが最高だと思います。

それを我々も目指していかなくてはならないと思っ

ています。 
トレーサビリティシステムの導入は実はそうした

豚の健康管理に重要な役割を果たしています。我々は

健康でおいしい豚を育てることが使命だと思ってい

ますから、システムはそれに役立つものでないといけ

ません。」 
 

OK 牧場では、履歴を管理するシステムとして、日
清丸紅飼料株式会社の「豚歴」を採用しているが、こ

の導入のきっかけも、やはり JASの申請のときであっ
た。 
 
「トレーサビリティシステムとして、『豚歴』を入

れたきっかけは、もともと日清丸紅飼料さんとお付き

合いがあったことです。種豚管理システムの MNFIS
（エムエヌフィス）を入れていたのです。JASの話が
持ち上がったとき、日清丸紅飼料さんにきてもらって、

JAS にあったシステムということで話をさせていた
だく中で、肉豚管理の『豚歴』も入れることにしまし

た。」 

出荷を迎える豚がどのくらいいるかについては、

MNFIS というシステムでも確認が可能である。
MNFIS も日清丸紅飼料が提供しているシステムだが、
母豚、豚房単位での登録でないため、おおまかな在庫

しかわからない。そのため、豚歴のほうが詳細な在庫

を確認することができる。 
「もともと豚歴は肥育管理をするためのシステム

ですので、肉豚からデータを見るという形式になって

います。逆にMNFISは母豚からデータを見ています
ので、農場管理という面で使いやすく、わかりやすく

なっています。豚歴は飼育管理の面で分かりやすいの

で、2つを併用するというところが多いですね。」 
 
その当時、日清丸紅飼料では、その半年ほど前に豚

歴が完成しており、既に初期トラブルをなくしたシス

テムができていたが、OK 牧場向けにオンラインの
ASP 形式でカスタマイズするという提案から始めら
れた。 
最初の提案後、豚歴はかなりのカスタマイズが行わ

れた。もともとの形から大きく改良され、そのカスタ

マイズを元にオリジナルの豚歴そのものもバージョ

ンアップしたため、OK 牧場で作った形が、現在の豚
歴の標準となっているほどである。例えば、治療情報

の厳密な管理は現在の豚歴になってから採用された

ものである。基本的には、日清丸紅飼料が、OK 牧場
からの要望（「使いやすいようにここを変えて欲しい」

とか「こういうデータ入れたい」など）を受け入れる

形で進んだ。 
 
「日清丸紅飼料さんは、こちらの相談に乗ってくれ

たので良かったんです。今後は、日清丸紅飼料さんか

ら飼料を購入した履歴とか、獣医師とのやりとりなど

を入れるようにしていけば、総合システムという意味

での完成形に近づけるのではないかと思います。」 
開発費用は、納得のいくレベルに落ち着いた。 
「最初 15 万円程度という話だったんですが、最終
的には 7倍くらいになりました。でも、コストパフォ
ーマンス的には安いんじゃないかと思っています。豚

歴にしてもMNFISにしても、あれだけのシステムを
他でやろうとすると、もっとかかるんじゃないでしょ
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うか。日清丸紅さんと話をする前に、他のシステム屋

さんに見積もりをしてもらったら 5000 万円かかると
言われましたし、他のパッケージなら数百万円かかり

ますから。豚歴の場合は、カスタマイズを含めて百数

十万円でしたので、安かったと思います。」 
 
システムはオンラインの ASP 方式であるため、日
清丸紅飼料側で豚歴のアプリケーションが入ったサ

ーバを準備してもらい、OK 牧場ではインターネット
接続環境とその端末になるパソコンを準備するだけ

で済んだ。初期導入後にかかっている費用は、毎月の

使用料金のみとなっている。毎月の使用料には、サー

バ管理費などのほか、問い合わせ対応やプログラムの

更新費用も含まれている。現在、入力担当者の入力用

端末と、本農場（大里）、伊勢の肥育農場の合計 3 台
の端末で利用しており 3ユーザーでの契約となってい
る。 
 
３ トレーサビリティの検討内容 

（１）システムの対象範囲 

OK 牧場のトレーサビリティの範囲は、豚の出生記
録から出荷までを行う OK牧場での生産段階から、グ
ループ企業のと場や大里ミートセンターでの加工段

階の記録・管理を経由して、生協、直売所、小売店に

出荷されている。 
このように、OK牧場が一貫生産を行っているため、
川上の事業者はなく、川下はと場、大里ミートセンタ

ーとなり、その川下に生協、直売所、小売店があると

いう形になっている。 
 
（２）識別単位とその識別記号 

OK 牧場で使っている「豚歴」での識別単位は、個
体ごとではなく、基本的には豚群ごととなっている。

OK牧場には、現在、豚房が 1400程度あり、1豚房あ
たり 6頭から 60頭が入っている。JAS規格に合わせ
て、30 頭以下での豚群管理を行うため、60 頭のとこ
ろは 30 頭ずつに分けており、36 頭のところは 30 頭
と 6頭に分けて、というよう記録されている。この場
合、識別単位は分けられた 1豚群となり、1豚群の頭

数は必ず 30頭以下となっている。1つの豚房を記録上
2 つに分けた場合、豚房内の片方の豚群の個体の耳に
タグをつけることで、2つの豚群の識別をしている。 
 
「JASの制約で 30 頭以上の群になってはいけない
というルールがあるので、この分別を実施しています。

JAS 認証が制定される際の農水との話し合いのとき、
大きい農場では豚房ではなく豚舎で分けてくれない

かとお願いしてきたんですが、認められなかったので。

最初から JASの規制が 30頭となると分かっていれば、
豚舎を作るときに豚房をそのように設計したんでし

ょうけど、JASはずっと後で決まったルールですから
ね。今後、豚舎を作ることがあれば、その辺も考えて

設計しますよ。」 
 
豚群管理を行い、出荷時、豚群識別番号をつけるこ

ととなる。豚群識別番号は 10 桁で、出荷年月日（6
桁）＋農場番号（2 桁）＋豚群番号（2 桁）となって
いる。この豚群識別番号は、飼育期間の豚群がもとに

なっているため、30頭以内の豚群が 1単位となる。 
 
現在、OK 牧場では個体ごとの識別管理は行ってい
ない。 
「と場が協力してくれないと個体識別管理はでき

ないと思います。また、個体識別のためには IC タグ
を読みとれる機械などを入れないといけませんから、

個人経営レベルでは難しいだろうと思います。進んだ

と場がある地域はいいんでしょうけどね。それに、小

分け段階で個体識別管理をするというのは、すごい手

間がかかりますが、その分高く売れるというわけでも

ありません。」 
トレーサビリティの精度を考えると、個体識別管理

が理想になるが、コストに見合う回収が望まれない状

況では、やはり導入は難しいようである。これは取り

組み主体のポリシーや状況に応じて機動的に変わっ

ていくものであるが、畜産のトレーサビリティの識別

単位についてはなお議論の余地がありそうである。 
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（３）生産段階の内部トレーサビリティ 

生産段階では、出生年月日、管理者、薬品の投与・

添加情報、与えた飼料の情報などに加えて、どの農場

で生まれ、どこで育ったのかという移動履歴が含まれ

ている。 
履歴の記録は、識別単位である豚群単位で行われて

いる。出荷までの間に豚群の組み換えは、スリーサイ

トの移動に加えて、2 サイト目を前期離乳と後期離乳
の 2段階とし、30頭を 18頭・12頭に分けるため、合
計 4回行われていることになる。この組み換えは、成
長の個体差によるばらつきを整えるために行われる

が、別の豚群の豚が入ると、その豚群の投薬情報に新

たに加わった個体の投薬情報が追加され、日齢が離れ

た個体だった場合、その豚群の日齢の幅が広げられる

ことになる。 
 
「Aの豚群の 1頭がある投薬を受けた場合、Aの豚
群はすべてその投薬を受けたことになります。そして、

A群の中の 1頭が、他の Bという豚群に組み込まれた
場合、B群の豚もすべてその投薬を受けたことになっ
てしまいます。」 

日齢の幅について、JASでは、1つの豚群の日齢を
3 週間以内にまとめることが求められており、最も若
い豚と最も年をとった豚の日齢が 21 日以上離れては
ならないため、組み換えを行うことで日齢差が 21 日
を超えてしまう場合、JAS外の豚群になってしまう。 
「基本的には豚舎ごとに日齢は近いんですが、1 頭
でも他から日齢の離れた豚を持ってきた場合には、そ

の豚房はすべて JAS外になってしまいます。やはり群
管理だと 1頭でも日齢が離れた豚が入ると、それに引
っ張られる形でその豚群全体が日齢にばらつきがあ

るということになりますからね。ただ、JAS外でも飼
育履歴は残していますから、最終的に JAS 外、JAS
内となっても、違いは出荷日齢の差だけということに

なります。全頭の 2/3ほどが JAS規格で、1/3が JAS
外になっています。」 
 

JAS で求められる管理項目は投薬と日齢であるが、
OK 牧場ではこれに加えて飼料についても履歴を管理
している。 
「一番大事なのは、どういう時にどういう飼料を与

えたかということですので、それが項目の最初にあり

  

 
作業内容登録画面（左：投薬、右：移動） 

↑日次処理画面 生産履歴一覧画面↓ 
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ます。薬の履歴は項目的には最後です。疾病の履歴は

残りませんが、薬の種類を見れば、どんな症状だった

かはわかります。生年月日は記録されていますので、

日齢が何日の豚がどのくらいいるかということは豚

歴のデータから出せます。」 
具体的なデータ入力の流れを見てみると、まず農場

で、野帳と台帳に作業内容を記入してもらうことから

始まる。 
「農場では、何か作業をしたら、野帳に書き込んで、

その後で台帳に書き写してもらうように言ってあり

ます。もし、野帳を持って歩けない場合は、手帳に書

いておくようになっていまして、もちろんそれも台帳

に書いて提出してもらっています。」 
 
この台帳の原本は、FAXで当日の夕方までに事務所
に提出することになっているが、遅くとも翌朝一番に

は送信してもらっている。伊勢の農場については、豚

歴が使える端末があるため、そこで入力してもらった

上で台帳の原本を FAX で提出してもらっている。伊
勢以外は手書きの台帳を FAX で送信するため、読め
ないことがあるが、最終的には電話などで問い合わせ

て確認を行っている。 
 
「野帳・台帳データを何か別のアプリケーションで

入力しておくという方法も考えられますから、将来的

にはすべての農場で豚歴を入れなくても、打ち込んだ

データをこちらに送ってもらって登録するというこ

ともできるのかなと思っています。紙で残すというこ

とは、汚れたりすることもありますから、パソコンで

管理するのが楽なのかなとも思いますけど、パソコン

を使える人がまだ農場には少ないんですよね。」 
畜産の業界で

も、パソコンに対

するリテラシー

が課題のひとつ

となっているよ

うである。しかし、

紙ベースでの記

入に頼らざるを

得ない環境でも

ある。 
「養豚の現場では、携帯端末などを使った直接入力

は難しいと思います。水や汚れに強い端末があればい

いですが、安いものではないでしょうから。」 
 
たとえば日清丸紅飼料では、入力端末として PDA
の利用実験をした経験がある。 
「電池がなくなって、そこまでのデータがとんでし

まったり、手袋をしているとキーがうまく押せなくて

なかなか使えなかったりします。また、豚が騒いでい

ると手から落としたりすることもあって大変でし

た。」（日清丸紅飼料㈱ 藤本隆司さん） 
 
このようなことを考え、鉛筆書きが一番確実だとい

う結論になった。また、「手間がかかることはやって

もらえない」ため、いかに早く正確に書くかを重視し

て、現在はコード化した数字での記録を行っている。 
 
「野帳に記録するのは、治療をした豚房や移動した

豚房だけなので、本場の 50 豚房を移動するというの
が一番作業量の多いケースになります。オールアウト

した場合です。移動と比べて、治療・投薬は記録回数

が少ないですね。1つの豚舎で 30豚房ありますが、そ
の内のいくつの豚房をやったかということを記入し

ます。ただ、病気が出てみんながかかるとすごい入力

数になりますけど。」 
 
システムを導入した現在、入力を正確にやればきち

んと正確に情報が出てくることになる。農場と入力者

が別々にしていることで、客観的に見て、正直に記録

ができていると考えられる。入力側が大事にしている

のは、購入した薬と使った薬の在庫が合うことなどで

ある。 
「農場側で薬を使ったことを隠したいと思って申

告しなかったら、その時点でトレーサビリティができ

ているとはいえなくなりますから。」 
 
豚歴の担当者は、豚歴だけでなくMNFISでの作業
のほか、飼料の注文にいたるまで農場に関することす

べてを受け持っている。そのため、作業量が非常に多
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くなり、豚歴を入れた後、自宅でも残業することがあ

るほどになっているそうである。各農場の情報は、本

来は農場単位で入力しなくてはならないと感じてい

るそうだが、パソコンに慣れている人が少ないという

ことがあり、現実は担当に作業が偏る結果になってい

る。 
「トレーサビリティに関する作業としては、

MNFIS での作業が結構多くて、ほぼ一日中使ってい
るくらいです。MNFISでは 1 週間分の指標を出した
りする仕事があります。豚歴を触っているのは 1日 4
時間くらいで、ほとんどがデータ入力です。ただ、月

曜日は土日にたまったデータを入力しなくてはなり

ませんので、ほとんど一日豚歴での作業になります。

特に、移動履歴の記録は大変で、離乳後の子豚移動は

上野農場から一度に300頭くらい入ってきたものを各
豚房に 6頭ずつ細かく入れていかなくてはならないの
で、それが大変ですね。（OK牧場 入力担当者 樋口
さん） 
 
（４）一歩川下への記録と加工・流通段階を通じた

識別 

この豚群ごとの生産情報が豚群識別番号とともに

FAXでと場に連絡され、加工段階である大里ミートセ
ンターにも連絡される。大里ミートセンターでは、豚

群ごとでの加工を行っている。 
生産段階の OK牧場からと場、と場から加工段階の
大里ミートセンターへの記録は、豚群識別番号とで確

認が可能である。 
まずOK牧場からと場への記録の伝達は豚群識別番
号と個体の履歴情報を提供している。出荷と同時にと

場に伝達するのは、豚群識別番号と、豚を搬送車に積

み込む際の個体の配置図と、生産履歴申告書（誕生日

や使用薬剤等の記録）の三種である。 
これを受けると場では、入荷の際に、対象となる豚

群に、JAS番号という管理番号を付与する。これは 1
日ごとに替わる連番で、豚群識別番号とは１対１対応

するように付番される。番号を記入した札を豚にかけ

て、配置図と豚群識別番号を確認しながら係留所に入

れていく。この時に豚群単位の管理だけではなく、一

頭一頭の識別ができるように連番をふる。識別番号ご

とに 1～30程度までを振ることになる。 
次にと場から大里ミートセンターへの枝肉の出荷

時には、出庫伝票と格付け明細表という形で識別のた

めの記録が伝達される。出庫伝票には JAS番号、豚群
識別番号、頭数が記載され、格付け明細表には格付け

日、と畜日、豚群識別番号、そしてと場で振られた個

体の識別番号が記載されている。 
このように識別のための記録の伝達が行われてい

るが、OK 牧場では比較的頭数の多い豚群で管理して
いるため、たとえ、大きい店舗に出荷する場合でも 1
つの豚群の履歴を伝達するだけで済む。そのため、店

舗で 1日に管理する識別番号は基本的に 1つとなって
いるのが現状である。つまり、この方式で処理できて

いる間は、店頭に陳列する際、店舗でリパックする際

にも複数の識別番号が混ざらないように留意する必

要はないということになる。 
 
「最低でも 10 頭以上の単位での出荷と決めていま
す。そうしないと、大里ミートでの小分けも大変です

から。本場でも 600頭が 1週間以内に販売されていま
す。」 
この方式だと、１つの豚群がいくつかの出荷ロット

に分かれる場合、出荷するロットごとに番号を与えて

いるわけではないので、直接の販売先やその販売先で

識別管理し、流通履歴を記録するには不都合が生じる

かもしれない。 
ただし今のところ、大里ミートから小売業者に直接

販売されるので、あまり流通履歴を記録するニーズは

ないし、またあえて出荷ロットごとに固有の記号を与

えなくても、混合して区別ができなくなって困ること

はない。そういうわけで、この事例の場合、販売先に

おいては豚群管理番号による識別となっている。 
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この事例では加工・流通段階でも豚群単位での取り

扱いとなるため、生産段階の OK牧場から加工・流通
まで、豚群識別番号によって、履歴のトレースが可能

となっている訳である。 
このように、畜産のトレーサビリティシステムでは、

と場との連携が重要となる。 
「松阪と場と四日市と場がありますが、グループと

して協力していただいています。枝肉にシールを貼る

といった作業が発生しますので、と場での負担が増え

ますが、枝肉になって出荷するまでが JASの範囲にな
っていますから。他の農場で JAS認証をとろうと思っ
ても、と場の作業工程であきらめる場合が多いんじゃ

ないでしょうか。我々の場合、と場が協力してくれた

ので認証取得が実現したんです。」 
 
昨年度の事例の十和田湖高原ファームも食肉処理

の業者の協力を得て実現したケースであったように、

畜産の場合、食肉処理をしてくれる業者が協力してく

れないと実現が難しい。生産主体に加え、川下の体制

も整えていくのが今後の全国的な課題だろう。 
 
（５）消費者へ提供する情報 

消費者に対する情報公開は、ホームページ上で行っ

ており、豚群識別番号を入力する形式になっている。

しかし、JAS対応品については、JASシールが貼られ
た商品はまだ流通していない。これは川下の取り組み

の関係である。 
「現在、流通段階（直売所）での JAS申請をしてい
るところです。4 月、5 月あたりに認可がおりると思
いますので、そうしたら直売所でもシールを貼って告

知しようと思っています。まだ消費者まで伝わってい

るものはないですね。」（６月にはシール貼付で販売さ

れている） 
 

JAS認証は、小分け業者まで取得しているところは
いくつかあるが、店舗がほとんど取得していない。あ

る大手量販店で数店舗が取得した程度である。 
 
「流通段階まで JAS 取得が進まないのは、JAS を
取った生産者から豚肉を入荷してその生産履歴を見

たら、治療歴のリストがたくさん出てきて、これを消

費者にそのまま公表していいのかということで二の

足を踏んでいるということではないでしょうか。お客

さんから問い合わせがあれば履歴を出すということ

であればいいんでしょうけどね。」 
 

OK 牧場は、投薬プログラムは全て公表するように
なっている。投薬だけでもかなりのリストがあがる。

複数の薬を使うと、ほんの少しの使用量でもデータ上

では“使用した”ということになる。例えば肺炎でも

2 種類の薬を使えば、それだけ情報が重なっていくこ
とになる。子豚の時から 1つの薬だけを与えていくこ
とができれば問題はないが、実際の治療などではそう

はいかないのである。 
 
「我々は、それを隠そうというつもりはありません。

それでお客さんが買わなかったら、それはそれで仕方

がないと思いますし。バイヤーさんはこういった取り

組みへ賛成はしてくれますが、店舗で実際に展開する

かというと、なかなか取り扱ってはくれないですね。

おそらく、店舗側は難しく考えているんじゃないでし

ょうか。例えば、牛の個体識別並みの厳密な管理をし

ないといけないと思っているのではないでしょうか。

豚群で管理しているので、同じ日に入れた豚肉は同じ

識別番号になるので、牛の場合より簡単なのです。」 
 
トレーサビリティの取り組みによって情報の透明

性が確保できる一方、従来の消費者の常識では理解で

きない情報が彼らに渡される。豚の疾病に対する情報

など知らない消費者は、投薬情報に過剰に反応するこ

ともあるだろう。こうした部分は、業界全体で正しい

知識を普及する必要がありそうである。 
 
（６）システムのモニタリングや監査の仕組み 

OK牧場は、前述の通り、生産情報公表 JAS規格認
定を受けた養豚農場である。そのため、登録認定機関

によって、年に 1回、規定どおりに運営されているか
といった調査が行われることとなる。 
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４ 評価と今後の課題 

トレーサビリティシステムとして、豚歴や MNFIS
を入れたことで、JAS対応ができたということがメリ
ットの 1つとしてあげられるが、他にもいくつかのメ
リットが生まれた。 
「在庫数が確認できるので出荷計画が正確にでき

るようになって、豚房の空き状況の把握や人員の配置

などを含めた農場管理がしやすくなりました。そうい

った経営面でのメリットが全体の 8割以上だと思いま
す。消費者に安心を与えるという部分は残りの 2割あ
るのかどうかという程度ですね。」 
 
昨年の事例でも、トレーサビリティシステムの導入

が経営管理に役立ったというケースがあったが、ここ

でも同じことが確認された。特筆してよい事項であろ

う。また、システムを入れたことで治療回数が減少す

るという効果もあったそうである。 
 
「みんな台帳に記入するのは面倒ですからね。以前

から投薬するかどうか迷ったら、投薬するなとは言っ

てあるのですが、何かあったらいけないと思って薬を

使うことがあったんです。 
しかし、システムを入れてからは、いちいち野帳に

記入してから台帳に写すというのが面倒なので、投薬

をやめようということが多くなったようです。しかし

だからといって事故や病気が増えたということはあ

りませんでした。それはつまり無駄な治療が減ったと

いうことだと思います。さらに、投薬を減らすため治

療数を全体的に抑えようという気が起きて、健康にす

るにはどうしたらよいかをより一層考えるようにな

りましたし、早めに病気を見つけて治療しようと深く

注意するようになったようです。そういった意味で治

療回数が減って、薬代も安くなりました。」 
 
今後の課題のひとつとして、薬品使用量の管理があ

る。現在 OK牧場では、薬品の使用量の管理は書面上
で行われている。 
「豚歴では、何の薬を使って治療したという履歴は

記録されているので確認できるのですが、どのくらい

使ったかは記録できないので、使用量については書面

で残しています。いつ在庫をどのくらい仕入れて、い

つどの豚房でどのくらいの量を使ったという履歴を

紙に残して、それを在庫と照合することで使用量の確

認をとっています。その書面と豚歴とは、いつ使った

という部分を照らし合わせています。休薬が守られて

いるかどうかをきちんと管理するためには、そういっ

たことがわからないといけませんので。」 
 
「畜産でもポジティブリストの話がきています。今

後は、JAS をやっている、やっていないに関係なく、
管理をしていかなくてはならないんですよね。ポジテ

ィブリストの場合、使用量、用法を確実にしていかな

くてはならないので、今後はどのくらい使ったかの履

歴も残していかなくてはならないんですが、現在でも、

豚歴の休薬期間チェック機能などは、ポジティブリス

ト制度への対応を先取りした機能だと思います。そう

いった意味で、我々は既に豚歴を使った管理をやって

いるので、今から逆に楽なんじゃないかと思います。」 
 
トレーサビリティに対応することで、今後の策定さ

れうる様々な制度に対して、スピーディーに柔軟な対

応をとれる可能性というメリットもあるようだ。 
また、「今後、パソコンを使って情報を管理できる

ということがわかれば、次の若い世代の人は取組みや

すいんじゃないかなと思います。」というお話があっ

た。トレーサビリティシステムの構築をきっかけに、

畜産経営にたずさわる次の世代を創生することにも

つながっていくのかもしれない。 
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